
（07：歯学研究科） 

Ⅱ 平成 30年度の特筆すべき取組／令和元年度の計画 

【平成 30年度実績】 

1. 乳歯を用いた包括的被ばく線量評価事業 

No.37 ①-1 東北大学復興アクションの着実な遂行 

No.38 ①-2 復興に長期を要する被災地域への貢献 

 

実績報告  

 歯学研究科環境歯学研究センターでは、本学理学研究科とともに、歯に蓄積した放射性物質

（ストロンチウム・セシウム等）量に基づく内部被曝線量評価法、歯エナメル質に発生した炭酸ラジ

カルの ESR測定による外部被ばく線量評価法の測定精度の向上に取り組んできた。  これらは

環境省補助事業（放射線の健康影響に係る研究調査事業）として、福島県歯科医師会等との協

定に基づき「歯を用いた包括的被ばく線量評価」平成 24～27年度、ならびに「乳歯を用いた福島

県在住小児の被曝線量評価」平成 28～30年度に採択され、福島県内ならびに対照として全国

各地から総計 7,000検体以上の子供の脱落乳歯を収集し、ヒト歯を用いた放射線測定及びその

測定値を安心材料として住民へ還元する事業を実施してきた。このような取り組みは世界で類を

見ない社会的価値のある取り組みとして、評価委員会から評価されている。平成 30年度には、

ESRによる外部被ばく線量評価では世界最高水準の検出力を達成し、補助事業評価委員会から

高く評価され、また原発事故以降に形成された乳歯の測定により、具体的な被ばく線量を少数で

はあるが明らかにすることができた。さらに本事業に関して、福島県内の地方紙 2紙、テレビにて

改めて紹介され、福島県にて広く周知され、乳歯の収集本数が増えている状況である。これら成

果は国内外へ発信され、学会等で評価されている。2016年に採択された環境省「放射線の健康

影響に係る研究調査事業」に本研究科環境歯学センターの「乳歯を用いた福島県在住小児の被

曝線量評価」（「歯を用いた包括的被ばく線量評価（2011-5）」に続く）では、理学研究科、福島県

歯科医師会と共同で福島県内から、被爆前後に形成された脱落乳歯を 7,000本超収集し、乳歯

から内部被ばく線量、外部被ばく線量を評価している。ESRによる外部被ばく線量評価では世界

最高水準の検出力を達成し、評価委員会から高い評価を受けた。 

01 【ニュース】20180618環境歯学.pdf, 01 282930総括報告書.pdf, 01 平成 30年報

告書（概要版）（修正版）（佐々木班）.pdf 
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https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/01%20%E3%80%90%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%80%9120180618%E7%92%B0%E5%A2%83%E6%AD%AF%E5%AD%A6.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/01%20282930%E7%B7%8F%E6%8B%AC%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/01%20%E5%B9%B3%E6%88%9030%E5%B9%B4%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8%EF%BC%88%E6%A6%82%E8%A6%81%E7%89%88%EF%BC%89%EF%BC%88%E4%BF%AE%E6%AD%A3%E7%89%88%EF%BC%89%EF%BC%88%E4%BD%90%E3%80%85%E6%9C%A8%E7%8F%AD%EF%BC%89.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/01%20%E5%B9%B3%E6%88%9030%E5%B9%B4%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8%EF%BC%88%E6%A6%82%E8%A6%81%E7%89%88%EF%BC%89%EF%BC%88%E4%BF%AE%E6%AD%A3%E7%89%88%EF%BC%89%EF%BC%88%E4%BD%90%E3%80%85%E6%9C%A8%E7%8F%AD%EF%BC%89.pdf


　環境歯学研究センターでは，福島第一原発事故に伴う
放射線の生物影響に関する調査研究を行っています。去る
4月11日にはNHKの取材を受け，研究プロジェクトの紹
介を行いました。
　6月17日（日），NHKテレビ『BS1スペシャル　被曝の森
2018』の中で，取材内容が放映されました。

環境歯学研究センターの取り組みが
テレビ放映されました

▲NHKのインタビューに答える篠田壽名誉教授
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総括報告（提出フォーマット） 

 

氏名 所属機関・職名 

主任研究者 佐々木 啓一 東北大学大学院歯学研究科 研究科長・教授 

分担研究者＊   

分担研究者＊   

若手研究の 
活用状況＊ 

  

＊ 分担研究者、若手研究の活用がある場合のみ、記入下さい。 

 

１．研究の背景・目的 

歯はその形成期に 90Sr などの放射性物質を取り込み、それらは代謝されることなく歯質中に保持

される。従って、自然脱落あるいは歯科治療によって抜去された歯の中の放射性物質を測定するこ

とにより、その歯が形成された時期の内部被ばく状況を個体ごとに推測することが可能である。一方、

放射線被ばくに比例して歯質中に炭酸ラジカルが発生し、それらも生涯にわたり歯質中に保持され

る。このラジカル量を測定することにより、歯を用いて個体の外部被ばく状況も併せ推定できる可能

性がある。本研究の目的は、福島県歯科医師会の協力のもと、福島県在住小児を中心に全国から

年間千本規模の乳歯を収集し、それらの乳歯の中に含まれる放射性物質やラジカルの量を測定す

ることにより、今回の福島第一原発事故の小児への影響を評価するための疫学的な基礎資料を提

供することにある。具体的には以下の 3点を中心に研究を実施する。 

 

1. 福島県在住小児の乳歯の収集とアーカイブ化 

福島県歯科医師会および関連医療機関、奥羽大学、福島県教育庁・教育委員会の協力により、福

島県在住小児を中心に、全国より永久歯との交換期に自然脱落する乳歯を収集し、東北大学大学

院歯学研究科において管理、バンク化を行う。 

 

２．歯質中放射性物質の測定 

収集した乳歯のすべてについてイメージングプレート (IP) 法を用いた歯質中放射線量のスクリーニ

ングを行い、高値を示した個体がある場会には、90Sr（Ca, Ｃｓ, Ra，Y などの化学分離を行った後に

低バックグラウンド 2πガスフローGM管により定量）、137Cs、134Cs（ゲルマニウム半導体検出器による

測定） を中心に、放射性核種の同定と定量を行う。 

 

３．電子スピン共鳴法（ESR 法）により、放射線被ばくにより歯質エナメル質中に発生する炭酸ラジカ

ル量を測定する方法について検証し、歯質中ラジカル量から個体の外部被ばく量を推定する方法を

確立する。 

 

 

２．研究期間内に実施した内容 

年目／実施年度 実施した内容 

1 年目 ［IP 法による歯質中放射線量のスクリーニングと歯質中放射性物質の測定

］ 

福島県を中心に全国各地より、約 5,000 本の乳歯を収集し、バンク化し

た。それら乳歯のうち、約 3,000 本について、歯質中に存在する放射性物質

平成 28 年度 
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の量をイメージンングプレート(IP)によりスクリーニングした。乳歯中の

放射性物質の量は、福島県が対照県に比べやや低地を示す傾向があった。ま

た、福島県内の地方別にも、わずかな地域差を認めた。地域差は認められな

かった。歯質中には、測定したすべての歯試料中に過去の大気圏核実験に由

来すると思われる 90Sr が検出されたが、その歯質中濃度についても、福島

県と他県との間に、また、福島県内の主要都市間で差は認められなかった。

これらの結果を次年度以降に収集される乳歯を評価する際の基準値として

保存した。 

[ESR 法の検証｝ 

ヒト乳歯を用いた検量線は、従来の国際基準とほぼ同等の検出限界（～

170 mGy）であった。福島県内から収集した乳歯について線量評価を行った

が、検出限界が高いため、この引き下げが必要であることが確認された。 

2 年目 ［IP 法による歯質中放射線量のスクリーニングと歯質中放射性物質の測定

］ 

原発事故以前に形成されたコントロール乳歯、約 4,000 本について、歯

の放射線量について IPによりスクリ－ニングを続けた。前年度との同様な

傾向を認めた。また、原発事故関連核種として、137Cs や 134Cs の存在が考え

られたが、これらの核種は、震災以前に形成された歯からは検出されなかっ

た。 

極低バックグラウンドのゲルマニウム半導体検出器を用い、コントロー

ル乳歯について測定を行ったところ、 40K の他に微量の 214Pb(226Ra)と
212Pb(228Th)が認められ、歯の中にはウラン系列とトリウム系列の自然放射性

核種が存在することが確認された。 

[ESR 法の検証] 

サル歯を用いて低線量領域（0-60 mGy）における詳細な検量線の作成に

取り組んだ。再現性のよい測定が行え、従来の検出限界（~170 mGy）を大幅

に引き下げられる感触を得た。また、従来のハンドドリルを用いて手作業に

よりエナメル質を分離する方法ではなく、エナメルと象牙質の密度差を利

用した新規分離法を確立した。これにより、多数のエナメル質サンプルを効

率よく調整することが可能となった。 

 

平成 29 年度 

3 年目 ［IPによる歯質中放射線量のスクリーニングと歯質中放射性物質の測定］ 

平成 30 年度までに取集された、震災以前に形成された乳歯、約 6,000

本の、IPによる測定結果についてマルチレベル回帰分析法により詳細な解

析を行った。その結果、１）乳歯中放射線量は、福島県が他県に較べやや

低い。２）福島県内の乳歯には地域差が認められる。３）福島県乳歯の QL

値は、原発事故後その乳歯が口腔内に存在した日数に比例して緩やかな上

昇傾向を示し、事故 6年以降、横ばいに転じる傾向を示した。４）原発事

故前に形成された歯と事故後に形成された歯の QL値に差は認められなか

った。５）歯種により QL値には差が認められ、乳切歯は、乳臼歯に比べ

て有意に高い値を示した、等、原発事故以後に形成された乳歯を評価する

ための基礎データが得られた。 

[ESR の検証] 

ヒト乳歯やサル歯の ESR 測定において、ESR スペクトルのベースラインが

ずれる、あるいは 3 本線のラジカルが重なるために解析できないことが散

見された。化学処理を行うことでこれらの問題を解決した。また、100 mGy

までの検量線を作成し、検出限界を 43 mGy にまで引き下げた。 

平成 30 年度 
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３．3 年間の研究により得られた結果・結論 

① 結果・結論（総括）・成果など 

2018 年末までに、福島県を中心に全国より 6,148 本の乳歯を収集した。それらについて、

IP による線量評価を行い、マルチレベル回帰分析を行った。その結果、（１）乳歯中放射線

量（QL 値）は、福島県が対照県に較べやや低値を示した。（２）福島県内から収集した乳歯

の QL 値には地域差が認められた。（３）福島県乳歯の QL 値は、原発事故後その乳歯が口腔

内に存在した日数に比例して緩やかな上昇傾向を示し、その上昇は時計学的にも有意であっ

た。一方、対照県からの乳歯にはこの傾向を認めなかった。（４）高い QL値を示した乳歯つ

いては、90Sr、137Cs、134Cs 等の放射性核種の同定と定量を行う予定であったが、特に高い QL

値を示した個体は見られなかった。（５）歯種により QL 値には差が認められ、乳切歯は、乳

臼歯に比べて有意に高い値を示した、などの所見が得られた。これらのうち、（３）の結果に

ついては、対象とした乳歯すべてが、原発事故前に形成された歯であることから、形成期に歯

質中にとりこまれた放射性物質とは考えられず、環境中に微量の放射性物質が存在し、それ

らが、飲食物、唾液、空気などから、2次的に歯の表面に吸着し、また、血行や組織液を介し

て、歯髄側から象牙質やエナメル質に浸透、沈着したものと解された。 

［ESR 法の検証］ 

サル歯のエナメル質を用いて、低線量領域（被ばく線量 100mGy 以下）において歯質中炭

酸ラジカルンの電子スピン共鳴法（ESR 法）による測定の検証を行った。エナメル質サンプ

ルを重液分離法により象牙質から分離し、さらに、化学処理を加えることにより、従来の削

り出し法よりも質の良いエナメル質サンプルの調製が可能となった。その結果、43 ｍGy

（90%予測区間）の検出限界値を持ち、精度と直線性に優れた検量線を得ることができた。 

 

② 計画・目標通り実施できなかった事項とその理由 

 我々は、研究開始当初より、ESR 法を用い、歯への吸収線量を測定し、福島県の子供たちの

外部被ばく量をある程度推測できるのではないかと考えていた。しかし ESR の感度、測定精

度、エナメル質サンプルの調製法など、問題が多く、ヒト乳歯について測定するまでにはいた

らなかった。大きな問題の一つは、ESR 法の測定精度で、正確な値を得るためには１検体ごと

に、50 回近い繰り返し測定を必要とし、１検体の測定に凡そ１日を要することがあげられる。

また、もう 1 つの問題点は、IAEA のプロトコールでは、エナメル質サンプルの調製が削り出

しの手作業であり、多数の歯サンプルを得ることが困難であったため、新たに重液分離法を

開発したが、この開発に時間がかかったことがあげられる。さらにこの重液分離法の開発に

伴い、測定に干渉する不明な ESR スペクトルが出現し、その原因を明らかにする作業に時間

を要したことなどがあげられる。現在は、繰り返し測定に時間を要するほかは、問題が解決で

きているので、ヒト乳歯についてγ線照射量と炭酸ラジカルの発生に関して、検量線を描記

できる段階になっている。 

 

③ 当初の計画で予定した成果以外に得られた事項 

我々は、提供された人乳歯すべてについて、IPによるスクリ－ニングを行った。その結果、

平均値＋3 SD 以上の QL 値を示す十数例の乳歯を見出した。それらの乳歯を詳細に調べた結

果、いずれもが、レジン充填を施した歯であり、これは福島県、対照県いずれの乳歯にも見出

された。そこで現在日本で市販されている、7社のレジン充填剤を購入して調べた結果、2社

からの製品に高い QL 値が認められた。どのレジン充填剤にもレジン充填剤に硬さを付与する
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ために、フィラーというガラス成分が使われている。このガラス素材として、バリウムガラ

ス、ストロンンチウムガラス、ジルコニアガラスが主に使われているが、このうちジルコニア

ガラスをフィラーとして使っている 2 社の製品に、高い放射線量が認められることを見出し

た。我々は、環境省を通じて、この事実を厚労省の関係部署に伝えた。レジン充填剤の製品規

格にはこれまで、放射線量に関する明確な規定は作成されていないようなので、今後、見直し

が行われる可能性がある。 

 

 

４．研究成果の活用状況 

① 学術的な活用実績 

※ 学会、論文、シンポジウムなどへの公表等の実績を記入下さい。 

公表時期 

（予定含む） 
公表場所・媒体等 内容 

2016 年 学術論文 90Sr in teeth of cattle abandoned in evacuation 

zone: Record of pollution from the Fukushima 

Daiichi Nuclear Power Plant accident 

Koarai K, Kino Y, Takahashi A, Suzuki T, 

ShimizuY, ChibaM, Osaka K, Sasaki K, Fukuda T, 

Isogai E, Yamashiro H, Oka T, Sekine T, Fukumoto 

M, Shinoda H. Sci Rep 2016 Apr5;6: 24077. 

Doi:10.1038/srep24077. 

2016 年 受賞講演 歯を用いた被ばく線量評価 

篠田 壽   

第 69 回東北大学歯学会  平成 28 年 6 月 10 日 東

北大学歯学部、 仙台 

（東北大学歯学会賞受賞講演） 

2016 年 日本歯科医学会 

「歯科医学を中心

とした総合的な研

究を推進する集

い」 

高橋 温・岡 壽崇・木野 康志・清水 良央・鈴

木 敏彦・千葉 美麗・小坂 健・篠田 壽・佐々

木 啓一. 歯を用いた個体被ばく線量評価 -電子ス

ピン共鳴法を用いた検討-. 日本歯科医学会雑誌 

35, p38 (2016) 

2016 年 学会報告 福島第一原発事故被災ウシの骨組織中の Sr-90 及び

Cs-137 の測定（口頭） 

西山純平、小荒井一真、木野康志、清水良央、千葉

美麗、佐々木啓一、高橋温、鈴木敏彦、小坂健、福

田智一、磯貝恵美子、岡壽崇、関根勉、福本学、篠

田壽 第 53 回アイソトープ・放射線研究発表会 

2016 年 7月 6-8 日 東京大学弥生講堂、東京 

（優秀発表賞受賞） 

2016 年 学会発表 ヒト歯を用いた被ばく線量評価事業 －福島県歯科

医師会での取り組み－ 

池山 丈二、海野 仁、金子 振、小坂 健、篠田 

壽、佐々木 啓一、廣瀬 公治、大野 敬 

第69回東北地区歯科医学会 平成28年11月5－6日 

宮城県歯科医師会館 仙台 

2016 年 学会発表 ヒト歯を用いた被ばく線量評価事業 －原発事故前

に形成された乳歯の検討－ 
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高橋 温、清水 良央、千葉 美麗、鈴木 敏彦、

小荒井 一信、岡 壽崇、西山 純平、木野 康

志、小坂 健、篠田 壽、佐々木 啓一 

第69回東北地区歯科医学会 平成28年11月5－6日 

宮城県歯科医師会館、 仙台 

2016 年 招待講演 歯の炭酸ラジカル測定による生涯被ばく量推定. 岡 

壽崇，第 33回無機・分析化学コロキウム，2016/6/3-

4，東北大学川渡共同セミナーセンター 

2016 年 プレスリリース 日刊工業新聞、「東北大学、動物の歯から被ばく履

歴を算出」、2016/4/20 

2016 年 プレスリリース マイナビニュース、「東北大、福島原発事故の被災牛

の歯から放射性ストロンチウムを検出」、2016/4/11 

2017 年 学術論文 90Sr specific activity of teeth of abandoned cattle 

after the Fukushima accident – teeth as an 

indicator of environmental pollution,: K. Koarai, Y. 

Kino, A. Takahashi, T. Suzuki, Y. Shimizu, M. 

Chiba, K. Osaka, K. Sasaki, T. Fukuda, E. Isogai, 

H. Yamashiro, T. Oka, T. Sekine, M. Fukumoto, H. 

Shinoda. J. Environ. Radioact.., 183, 1-6 (2018). 

2017 年 学会発表 Assessment of 90Sr pollution from the Fukushima-

Daiichi Nuclear Power Plant accident by 

measurement of cattle teeth: Kazuma Koarai, 

Yasushi Kino, Atsushi Takahashi, Toshihiko 

Suzuki, Yoshinaka Shimizu, Mirei Chiba, Ken 

Osaka, Keiichi Sasaki, Yusuke Urushihara, 

Tomokazu Fukuda, Emiko Isogai, Hideaki 

Yamashiro, Toshitaka Oka, Tsutomu Sekine, 

Manabu Fukumoto, Hisashi Shinoda 

4th International Conference on Environmental 

Radioactivity (ENVIRA2017) 

2017/5/29-6/2   BEST WESTERN Vilnius Hotel, 

Vilnius, Lithuania 

(The best student Oral Presentation 受賞) 

2017 年 招待講演 乳歯を用いた福島県在住小児の被ばく線量評価 

佐々木 啓一  第 70 回東北地区歯科医学会 基調

講演 

2017 年 学会発表 環境からウシの歯の形成時期における Sr-90，Cs-137

の移行機構. 

小荒井一真，木野康志，西山純平，金子 拓，高橋 温，

鈴木敏彦，清水良央，千葉美麗，小坂 健，佐々木啓

一，漆原佑介，福田智一，磯貝恵美子，岡 壽崇，関

根 勉，福本 学，篠田 壽.  2017 年日本放射化学

年会・第 61 回放射化学討論会，2017/9/6-8，筑波大

学  (若手優秀発表賞 受賞) 

2017 年 シンポジスト 岡 壽崇，高橋 温，「ヒト乳歯の ESR 測定による外

部被ばく線量の評価」，日本放射線影響学会 第 60 回

大会，2017/10/25-28，千葉 

2018 年 NHK スペシャル 2018/6/17 被ばくの森 BS 22:00-23:50 歯を使

った被ばく量測定 

2018 年 プレスリリース 日刊工業新聞 2018 年 9月 14 日 

被ばく線量、歯で測定。福島第一原発の被害究明に期

待 
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2018 年 学会発表 Role of animal teeth for estimation of 

environmental pollution of Sr-90 and Cs-137 just 

after the Fukushima Daiichi Power Plant Accident. 

Kazuma Koarai, Yasushi Kino, Junpei Nishiyama, 

Hiraku Kaneko, Atsushi Takahashi, Toshihiko 

Suzuki, Shimizu Yoshinaka, Mirei Chiba, Ken 

Osaka, Keiichi Sasaki, Yusuke Urushihara, 

Tomokazu Fukuda, Emiko Isogai, Hideaki 

Yamashiro, Toshitaka Oka, Tsutomu Sekine, 

Manabu Fukumoto, HIsashi Shinoda.: 

RadChem2018 (The 18th Radiochemical 

Conference), Mariánské Lázně, Czech, 2018/5/13-

5/18.  (oral presentation) 

2018 年 学会発表 Improvement of the electron spin resonance 

spectroscopy detection limit for tooth dosimetry. 

Toshitaka Oka, Atsushi Takahashi, Kazuma 

Koarai, Yasushi Kino, Tsutomu Sekine, Yoshinaka 

Shimizu, Mirei Chiba, Toshihiko Suzuki, Jun Aida, 

Ken Osaka, Keiichi Sasaki, Hisashi Shinoda.:  

EPR BioDose 2018, 2018/6/11-15, Munich, 

Germany (poster presentation)  

(young scientist poster prize 受賞) 

2019 年 TV 放映 「福島の

未来シリーズ」 

福島中央テレビ 

「ふくしまの未来シリーズ」，2019/3/7（福島中央テ

レビ） 

② 環境保健行政への活用・貢献実績 

※ 自治体向けの活動、自治体・官公庁での会議資料としての活用、事業化、特許申請等などを記入下さい。 

実施時期 実施場所・対象等 内容 

   

   

   

   

   

 

５．研究成果の活用方策の提案 

① 研究成果の環境保健行政への活用方策の提案 

（１）福島県歯科医師会との連携による測定結果の福島県民への還元と被ばく線量に関する

情報提供： これまで、ＩＰによる乳歯の線量評価の結果は、福島県歯科医師会と連携

しながら県民へ結果の還元を行ってきた。現在まで、異常値は示されておらず、安心材

料への提供となっている。今後もこの作業を続けていく予定です。 

（２）県民健康調査とのリンク： もし乳歯検査において高値を示す個体が出た場合には、県

民健康調査等との情報交換を行うことが可能である。 

（３）歯を用いた被災動物の被ばく線量評価への応用： 様々な領域において放射線の生物

への影響を調べる研究が進められている。生物への影響を議論する際に、各個体の被

爆量を知ることが必要となるが、野生動物の被ばく量について、個体単位で過去にま

でさかのぼって知ることのできる方法は限られている。歯を用いることにより、個体

の内部被ばくや、外部被ばくに関する個体情報を得ることが可能である。 

Ⅱ H30実績（8 / 39）



7 

② 本研究をさらに発展させる新たな研究や事業化の提案 

（１）原発事故以後に形成された乳歯について、その QL 値が今後どのような推移をたどるか

について、福島県と対照県を比較しながら、今後の時間的推移を見守る必要がある。 

（２）原発事故後、5－6年にわたり、福島乳歯の QL 値が上昇傾向をたどったかについて、そ

れがどのような核種の上昇に基づくかについて原因を解明する研究が必要である。 

（３）90Sr の正確な測定のためには、最低 1-2 程度の サンプル量が必要である。一方、乳歯

の重量は 0.2-0,6g 程度と少なく、90Sr を正確に測定すること困難である。微量のサン

プル中の 90Sr 濃度を測定するための技術の開発が必要である。 

（４）歯からヒトを含む動物の外部被ばく量を個体レベルで測定するためには ESR 法による

低線量領域（50 mGy 以下）での検量線の描記が必要である。また、測定精度の向上と

迅速な定量技術の確立が望まれる。 
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（別紙様式第５号） 

研究報告書（概要版） 

 

平成３０年 ３月 ８日 

 

公益財団法人原子力安全研究協会 殿 

 

 

所在し宮城県仙台市青葉区星陵町４－１ 

国立大学法人東北大学大学院歯学研究科 

研究科長・佐々木 啓一   印 

 

 

平成３０年度放射線健康管理・健康不安対策事業（放射線の健康影響に係る研究調査事業） 

「研究課題名：乳歯を用いた福島県在住小児の被曝線量評価」について、下記のとおり業務の実施に係

る成果を報告します。 

 

記 

 

１ 業務の成果 

（１）研究の成果（又はその概略） 

福島県在住小児を中心に全国より、原発事故後から平成 30 年 12 月末現在までに脱落した 6,184 本

の乳歯を収集し、東北大学歯学研究科内に保管、バンク化した。それら乳歯をイメージングプレート

（IP）法により計測した結果、福島県の乳歯試料 3177 本の QL 値（IP による放射線の計測値）の平

均値は 1145 であり、福島県以外の県の全試料の平均値である 1154 より有意に低い値となった。また

福島県の乳歯試料で原発事故前後の QL 値の比較を行った結果、有意の差は認められなかった。ただ

し、福島県の乳歯試料においては、震災後口腔内に存在した日数が長いほど、QL 値が高くなる傾向

がみられるのに対し、対照県の試料ではみられなかった。この傾向は、乳歯の形成後に環境中の微量

の放射性物質が、歯の表面に沈着することが原因であると考えられる。 

本研究では、ヒト乳歯と被災動物の歯に対して、標準線源による 50mGy 以下の低線量の照射を行

い、我々が開発した新たなサンプル調整法により調整を行うことで、ESR 法によるこれまでの検出限

界の改善を試みた。新たなサンプル調整法により、試料中のエナメル質の純度を高めることにより、

妨害となる信号を低減させることに成功し、低線量領域の測定が可能となった。ただし、実際に散乱

線の寄与が大きい被災地住民の被ばく線量を評価する場合には、大きな誤差が出る可能性があり、今

後の課題である。 
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（２）研究実施者の氏名 

 

[研究代表者] 佐々木 啓一 

｢研究協力者｣ 

関根 勉    東北大学高度教養教育・学生支援機構 

木野 康志  東北大学大学院理学研究科   

岡 壽崇   東北大学高度教養教育・学生支援機構 

細井 義夫  東北大学大学院医学系研究科  

大野 敬   奥羽大学歯学部   

廣瀬 公冶  奥羽大学歯学部  

 

[研究参加者] 

小坂 健     東北大学大学院歯学研究科   

篠田 壽    東北大学大学院歯学研究科  

清水 良央   東北大学大学院歯学研究科 

鈴木 敏彦   東北大学大学院歯学研究科   

千葉 美麗   東北大学大学院歯学研究科    

相田 潤    東北大学大学院歯学研究科  

高橋 温    東北大学病院 障害者歯科  

 

（３）研究業務実施期間 

平成３０年４月２日から平成３１年３月８日まで 

 

 

（注） 「１（１）研究の成果（又はその概略）」には、研究課題名ではなく、研究結果の概要を簡潔に記載すること。 
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（07：歯学研究科） 

2. 産学連携・異分野融合での医療機器・技術の社会実

装と教育への導入 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.24 ②-3 トランスレーショナルリサーチの促進 

 

実績報告  

 歯学研究科は、学内連携、産学連携を強化し、AMED等の支援を受けながら企業との共同研

究による複数件の開発研究を推進しており、平成 30年度はそれまで治験を終了した案件の承認

取得、実用化ステージに入った。また新規の医療機器の臨床研究、治験を開始した。  世界でも

大学発の歯科医療機器・技術の社会実装へ向けた取り組みにおいては、本研究科が最先端を走

っており、世界の歯学研究機関から連携の申し込みが来ている（平成 30年度：10校以上から新

規のMOU締結申し込みを受けた）。 

・歯学研究科オリジナルの歯科・口腔外科領域の骨欠損を対象とした骨再生 誘導材を、2015 年

からの治験を経て、東洋紡株式会社と共同で製品化した。医療現場発の純国産医療機器を産学

連携で実現したもので世界から注目されている。 

・AMED等の支援を受け、歯学研究科、流体科学研究所が㈱モリタ、㈱モリタ製作所と開発を進

めているマイクロミストプラーク洗浄器が、臨床研究を経て医師主導治験に入った。1年後の医療

機器承認を予定している。 

・AMED等の支援を受け、歯学研究科が開発を進めてきたラジカル殺菌歯周病治療器に関し、

製造販売を㈱ヨシダ、㈱三井物産と共同で行うこととなった。 

・AMED等の支援を受け、歯学研究科と医工学研究科が㈱サンギとともに開発を進めてきたパ

ウダージェット歯科治療器に関しては治験を終了し、今年度、最終製品の開発を行い、医療承認

申請へ進んでいる。 

・その他、10件程度の産学連携での医療機器・材料開発を行っており、これらも社会実装へ向け

て加速している。 

・㈱NTT ドコモとの共同研究による AIを用いた歯周病、口腔がん等の診断プログラムは臨床例

からの学習を進め、診断精度の向上が図られ、スマートフォンへの搭載が可能となったため、厚

労省、歯科医師会等との事前交渉を経てプレスリリースを行い、全国ネットの TV、新聞に数十件

取り上げられ、大きな反響を得た。 
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（07：歯学研究科） 

・東北大学とフィリップス・ジャパンと包括共同研究において、口腔ケアに関するプロジェクトに関し

シーズ展開、社会実装スタイルを定期的に検討し、推進した。 

・厚労省や PMDA等、関連機関との人事面を含めた連携を強化しており、2019年 4月に本研究

科博士課程学生が厚労省に入省した。PMDAに本研究科から出向中であった 1名が大学病院

CRIETOの教員として戻り、別な 1名が新規採用された（通算 5名の教員が出向）。 

・学部学生講義に、異分野連携イノベイティブ歯学展開コースを正規導入し、「歯学発の医療機

器・技術イノベーション-東北大学からの発信-」と題した講義を行い、医療機器・技術開発につい

てのモチベーション強化を行っている。 

02 【プレスリリース】歯周病発見 AI共同研究_20190221.pdf, 02 歯科系掲載

_20190319更新.pdf 
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２ ０ １ ９ 年 ２ 月 ２ １ 日 

国 立 大 学 法 人 東 北 大 学 

株 式 会 社 Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ 

 

東北大学とドコモ、歯周病発見ＡＩの共同研究を開始 

～スマートフォンを使って歯周病検診の受診率向上をめざす～ 

 

国立大学法人東北大学（以下、東北大学）と株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、生活習慣病や

歯の喪失を引き起こす歯周病を早期発見できる社会をめざし、歯周病発見ＡＩの共同研究を     

２０１９年４月 1 日（月）から開始します。 

 

歯周病は、２０歳代で約６１％、４０歳代で約７１％、６０歳代で約７５％※１の方に所見が見られ、 

今後ますます進展する高齢社会に向けて注目が集まっています。 

歯周病を発見するために有効な歯周病検診は、歯科医院などの診察時間内といった限られた 

場所や時間帯でしか受診することができません。４０歳～７０歳を対象とした歯周病検診の受診率は

全国で４．３％と推定されており※２、重症化してから歯科医師にかかることも少なくありません。 

 

この課題を解決するために、スマートフォンで歯ぐきを撮影するだけで歯周病を発見できるＡＩを 

共同で開発します。具体的には、撮影時の手振れや撮影環境の明るさの違いを考慮しながら、  

歯ぐきの色情報や歯周病独特の形状などを解析し、歯周病のリスクがあるかどうかを判定します。 

この技術を用いることで、利用者は自宅や会社で空き時間に歯周病のリスクを把握し、歯科医師と

のコミュニケーションを活性化させます。これにより、歯周病検診の受診につなげることで重症化を

防ぐことが期待されます。 

 

東北大学の口腔疾患に関する豊富な診断実績・研究実績に基づく専門的見識と、ドコモのＡＩ技術

をあわせることで、日常の生活シーンで活用できる歯周病発見ＡＩを確立します。２０２２年度を目途

に歯周病だけではなく、顎関節症や口腔がんなど他の口腔疾患も発見可能にし、実用化を     

めざします。 

 

※１ 厚生労働省，平成２８年歯科疾患実態調査を用いて算出． 

※２ 矢田部尚子，古田美智子，竹内研時，須磨紫乃，渕田慎也，山本 龍生，山下喜久． 歯周疾患検診の推定受診率の推移と 

その地域差に関する検討． 口腔衛生学会雑誌，Ｖｏｌ．６８，Ｎｏ．２，ｐｐ．９２–１００，２０１８． 

 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

東北大学大学院歯学研究科 

総務係 

ＴＥＬ：０２２－７１７－８２４４ 

株式会社ＮＴＴドコモ 広報部 

大和田・吉松・李 

ＴＥＬ：０３－５１５６－１３６６ 
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共同研究の概要 

１．歯周病発見 AI がめざす社会 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．歯周病発見 AI の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 
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３．各者の役割 

 

東北大学 ・口腔疾患に関する専門的な見識の提供 

・症例データ（画像など）の提供 

ドコモ ・ＡＩなどの技術提供、および技術検証 

・実利用環境に向けたアプリケーションの開発 
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https://www.quint-j.co.jp/web/topic/topi.php?id=2570
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https://www.hyoron.co.jp/news/n28762.html
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（07：歯学研究科） 

3. 被災地域と連携した社会医学系国際的プロジェクトを

主導 

No.31 ②-2 グローバルな連携ネットワークの発展 

No.34 ①-1 世界標準の産学連携マネジメントの推進 

 

実績報告  

歯学研究科の主導で、千葉大学、ハーバード大学と共に、宮城県岩沼市と協定を締結し、科研費

に加え、米国 NIHの予算を得て、高齢者の暮らしと健康について調査を行う Iwanuma Project

を推進している。 東日本大震災の前年である 2010年から全高齢者を対象に調査し、それ以降

3年ごと全数調査をしている。  このプロジェクトは、1）震災前の情報がある 2）岩沼市役所と連

携していて、正確のフォローアップデータの入手が可能 3）追跡期間が長い、4）高齢者が対象 

5）心身機能や社会参加への影響も調査している、といった特徴を有する世界的にも貴重なコホー

トである。  これまで被災者の避難体制の他、口腔状態を含む健康に関する項目（震災当日の

生存者の特徴、認知症、うつ、PTSD、要介護、メタボリックシンドローム等）の研究により、国際雑

誌での発表は 10本を超えている。国際的に高い評価を得て、米国 NIHの予算は、5年間で約 1

億円規模の研究費が平成 30年度より更に 5年間の継続となった。平成 31年 2月 11日に東京

でシンポジウムを開催し、このプロジェクトの成果は NHK、朝日新聞、毎日新聞等の新聞や

buzzfeedでも特集が組まれるなど多くのメディアでも紹介された。 

03 【ニュース】岩沼プロジェクト.pdf, 03 【プレスリリース】岩沼プロジェクト.pdf, 03 

iwanuma.pdf, 03 広報岩沼 iwa19.1p2-3.pdf, 03 朝日紙面 岩沼 20180513.pdf, 

03 老年学的評価 -岩沼プロジェクト.pdf 
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 2019.02.18 

「岩沼プロジェクト」シンポジウムが開催されました

「岩沼プロジェクト」シンポジウム(副題：防災と災害からの復興とソー
シャル・キャピタル：東⽇本⼤震災の経験を⽣かす)が、2019年2⽉11⽇
（⽉）東京⼤学鉄門記念講堂において開催されました。

宮城県岩沼市では、震災前から⽇本⽼年学的評価研究（JAGES・岩沼プロ
ジェクト）が東北⼤学を中⼼に実施され、どのような要因が震災の健康面
での被害を抑え、回復を促進するのかが調べられてきました。この研究は
国際的にも⼤きく注⽬され、アメリカの国⽴保健研究所（NIH）の研究費
が継続的に獲得されており、この度2度⽬の研究助成を獲得したことから本
シンポジウムが実施されました。

シンポジストとして、相⽥潤准教授(本研究科国際⻭科保健学分野)、菊池哲
夫市⻑(岩沼市)、Ichiro Kawachi教授(Harvard University)、島崎敢先⽣(国⽴
研究開発法⼈防災科学技術研究所)、近藤克則教授(千葉⼤学)ら、錚々たる
メンバーにご登壇いただき、岩沼スタディーからこれまでに明らかとなっ
た知⾒、および今後の岩沼調査の展望について、各々熱のあるプレゼン
テーションがなされました。さらに、⼩坂健教授(本研究科国際⻭科保健学
分野)のコーディネイトで⾏われたパネルディスカッションは盛況のまま幕
を閉じました。

▲ 岩沼プロジェクトのこれまでの成果について相⽥准教授より報告されま
した。

⼀覧

ニュース

• 2019年
• 2018年
• 2017年
• 2016年
• 2015年
• 2014年
• 2013年
• 2012年

イベント

⼊試情報
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▲ ⼩坂教授のコーディネイトにより、パネルディスカッションが⾏われ
て、これからの研究の⽅向性などについて討議されました。

東北⼤学⼤学院⻭学研究科・⻭学部
〒980-8575　仙台市⻘葉区星陵町４番１号

HOME サイトマップ 交通アクセス お問い合せ

Copyright (C) 2007 Tohoku University Graduate School of Dentistry. All Rights Reserved.

Ⅱ H30実績（25 / 39）



 2018.11.13 

仮設住宅での社会参加と健康状態との関連が明らかに -プレハ
ブ仮設住宅では社会参加の良い健康状態への寄与が39.5%-

【発表のポイント】

・東⽇本⼤震災後の仮設住宅に⼊居している被災者において、社会参加が
あることが良い健康状態と関連していた。
・プレハブ仮設住宅の被災者では、みなし仮設住宅の被災者と⽐べて社会
参加をしている⼈の割合が⼤きかった。
・プレハブ仮設住宅では社会参加をしている⼈の割合が⼤きいことが、良
い健康状態の維持に寄与していた可能性が⽰唆された。
・これらの結果から、震災後のプレハブ仮設住宅におけるボランティアや
⾃治体による社会参加の機会の提供（イベント開催など）が、被災者の健
康状態の維持に寄与していた可能性が⽰唆された。

【概要】

地域の⾏事や集まりに⾏くといった社会参加は⼈々のつながりを増やし、
健康情報やソーシャル・サポートの⼊⼿などを通して良い健康状態につな
がることが多くの研究で明らかになっています。本研究では宮城県が2012
年に実施した仮設住宅⼊居者を対象とした健康についてのアンケート調査
のデータを分析し、健康状態と社会参加の関連を明らかにしました。その
結果、社会参加のある⼈では健康状態が良いという関連が明らかになりま
した。また、社会参加のある⼈の割合はプレハブ仮設住宅⼊居者では
38.2%、みなし仮設住宅⼊居者では15.4%と⼤きな差がありました。これは
プレハブ仮設住宅では、ボランティアや⾃治体によりイベントが頻繁に開
催されていたことが理由と考えられます。それぞれの仮設住宅で社会参加
が良い健康状態に寄与している割合を計算したところ、プレハブ仮設住宅
では主観的健康観で39.5%、メンタルヘルスでは47.1%、みなし仮設住宅で
はそれぞれ14.4%、19.5%であり、プレハブ仮設住宅では社会参加が健康状
態に寄与している割合がより⼤きいことが分かりました。

本研究成果は2018年10⽉20⽇に疫学の国際科学雑誌Journal of Epidemiology
に電⼦版が掲載されました。

図１：仮設住宅の種類別の社会参加の良い健康状態への寄与の割合

詳細（プレスリリース本⽂）

【問い合わせ先】

（研究に関すること）
　東北⼤学⼤学院⻭学研究科
　国際⻭科保健学分野
　准教授　相⽥潤（あいだじゅん）
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　電話：022-717-7639
E-mail：j-aida*umin.ac.jp（*を@に置き換えてください）

（報道に関すること）
　東北⼤学⼤学院⻭学研究科
　総務係
　電話：022-717-8244

E-mail：den-syom*grp.tohoku.ac.jp（*を@に置き換えてください）

東北⼤学⼤学院⻭学研究科・⻭学部
〒980-8575　仙台市⻘葉区星陵町４番１号

HOME サイトマップ 交通アクセス お問い合せ

Copyright (C) 2007 Tohoku University Graduate School of Dentistry. All Rights Reserved.
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3	 広報いわぬま2019.1月号 広報いわぬま2019.1月号	 2

復
興
か
ら
地
方
創
生
へ

市
長
　
新
春
対
談
と
い
う
こ
と
で
お
越
し

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
坂
　
岩
沼
市
と
は
10
年
以
上
の
お
付
き

合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
岩

沼
市
は
10
年
間
で
劇
的
に
変
化
し
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
。

市
長
　
市
は
、
復
興
か
ら
地
方
創
生
に
シ

フ
ト
し
て
い
ま
す
。
市
全
体
に
活
気
を
持

た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、
い
ろ
い
ろ
と
仕

掛
け
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成

最
後
の
年
と
し
て
の
新
年
を
迎
え
ま
す

が
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
し
っ
か
り

示
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
坂
　
市
内
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
障
害
の
あ
る
方
の
雇
用
の
場
や
市
民

活
動
団
体
が
活
動
す
る
場
、
そ
う
い
う
人

が
集
う
場
が
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
頼
も

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
元
号

が
変
わ
り
新
し
い
時
代
に
進
ん
で
い
く
と

き
に
、
力
を
入
れ
て
や
っ
て
い
る
と
い
う

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
我
々
が

研
究
し
て
い
く
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
あ
る

べ
き
姿
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
姿
を
先
取
り

し
て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

市
長
　
地
方
創
生
は
、
健
常
者
だ
け
を
対

象
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
障
害
の
あ
る

方
の
働
く
場
や
生
き
が
い
づ
く
り
も
大
切

で
す
。
先
ほ
ど
見
て
い
た
だ
い
た
「
ひ
ま

わ
り
の
た
ね
」
で
す
が
、
障
害
の
あ
る
方

も
地
方
創
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
で
造
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
い
わ
ぬ
ま
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
」

は
、
市
内
に
約
3
0
0
あ
る
市
民
活
動

団
体
が
地
域
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
見
守
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
地
域
貢
献
も
い
ろ
い
ろ
と

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
地
方
創
生
の

補
助
を
受
け
て
建
て
た
、
そ
れ
ら
の
施
設

を
た
く
さ
ん
の
方
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
小
坂
教
授
に
は
種
々
、
ご

指
導
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て

小
坂
　
岩
沼
市
で
は
、
震
災
の
前
の
年
か

ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
健
康
と
く
ら
し

の
調
査
」
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
調
査
は
、
震
災
前
と
震
災
後
の

状
況
が
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
貴
重
な

デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
研
究
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
カ
ワ
チ
教
授
と
の
共
同
研
究
で
、
世
界

に
発
信
で
き
る
「
岩
沼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
カ
ワ
チ
教
授
を
は

じ
め
研
究
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
に
と
っ

て
、
岩
沼
市
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
を
行
っ

た
都
市
だ
と
思
わ
れ
て
お
り
、
岩
沼
市
の

協
力
で
、
震
災
後
ど
う
し
た
ら
健
康
で
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
の
か
の
位
置
付
け
が
で
き

ま
し
た
。
岩
沼
市
に
は
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

市
長
　
震
災
を
経
験
し
た
我
々
、
個
人
と

し
て
は
、
次
の
生
き
方
、
ど
う
い
う
生
活

に
な
っ
た
ら
自
立
し
た
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
一
方
、
ま

ち
の
復
興
状
況
を
見
ま
す
と
、
高
齢
化
が

進
み
、
人
口
が
増
え
て
き
ま
せ
ん
。
高
齢

化
と
人
口
減
少
が
今
の
課
題
で
す
。

小
坂
　
若
い
人
を
呼
び
込
む
一
方
で
、
高

齢
者
と
い
わ
れ
る
方
々
の
対
象
の
年
齢
を

75
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
話

も
あ
り
ま
す
が
、
人
生
1
0
0
年
時
代
を

迎
え
て
、
高
齢
者
と
い
わ
れ
る
方
々
が
、

ど
ん
ど
ん
社
会
に
出
て
き
て
活
躍
し
て
も

ら
わ
な
い
と
、
日
本
全
国
困
っ
た
こ
と
に

な
る
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

菊地 啓夫 市長

【プロフィール】
東北学院大学経済学部卒業後、岩
沼市役所に入庁。民生部長、健康
福祉部長、総務部長などを経て、
2011年1月から2014年4月30
日まで副市長を務め、2014年6
月から岩沼市長に就任。現在2期
目。

新
春
対
談

～
住
み
続
け
た
い
ま
ち
　
岩
沼
～

対
談
場
所
／
い
わ
ぬ
ま
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

対
談
日
／
10
月
10
日
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市
長
　
人
口
を
増
や
す
の
は
難
し
い
と
思

う
の
で
、
当
面
は
、
人
口
を
維
持
し
続
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

少
し
で
も
元
気
で
長
生
き
で
き
る
こ
と
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
こ
と
の
2
つ
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
岩
沼
市
の
こ

れ
か
ら
の
目
標
は
、
安
全
・
安
心
に
年
齢

を
重
ね
て
い
け
る
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

で
あ
る
こ
と
で
す
。
小
坂
教
授
に
は
、
岩

沼
の
デ
ー
タ
を
最
大
限
有
効
に
活
用
し
、

高
齢
化
が
進
む
被
災
地
の
こ
れ
か
ら
の
生

き
方
に
つ
い
て
、
役
に
立
つ
研
究
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
坂
　
こ
れ
ま
で
調
査
し
て
き
た
岩
沼
市

の
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
き
ま
し
た
が
、
震

災
の
影
響
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
こ
と
が

解
明
さ
れ
、
認
知
症
な
ど
健
康
へ
の
影
響

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
の
つ
な
が

り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
震
災
後
の

P※
T
S
D
の
予
防
に
つ
な
が
り
、
そ
の
後

の
認
知
症
発
症
と
の
関
係
に
お
い
て
も
良

い
効
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
震
災
前
か
ら

の
人
間
関
係
や
地
域
と
の
関
わ
り
合
い

が
、
震
災
後
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
影
響

を
与
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
も
一

つ
の
大
き
な
成
果
で
し
た
。
人
口
の
増
加

よ
り
、
今
住
ん
で
い
る
人
が
生
き
が
い
を

持
ち
、
楽
し
く
地
域
で
助
け
合
い
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
け
る
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
共
生
社
会
な
の
か

と
思
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援

市
長
　
岩
沼
市
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
岩

沼
市
の
良
さ
を
感
じ
て
い
な
い
と
い
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
坂
　
岩
沼
市
の
中
に
だ
け
い
る
と
、
ま

ち
の
状
況
が
ど
の
よ
う
な
の
か
を
比
較
で

き
な
い
の
で
、
住
ん
で
い
る
人
は
岩
沼
市

の
良
さ
を
あ
ま
り
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
外
に
い
る
人
ほ

ど
岩
沼
市
の
良
さ
、
素
晴
ら
し
さ
は
分

か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
震
災
後
は
、
新
し
い
ま
ち
を
つ
く

る
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
機

会
だ
と
考
え
ま
し
た
。
今
ま
で
の
枠
組
み

を
外
し
て
、
良
い
面
を
伸
ば
し
、
住
民
が

主
役
で
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、
ど
の

よ
う
に
環
境
を
整
え
、
ま
と
め
て
い
く
の

が
よ
い
か
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
考
え
ど

こ
ろ
で
し
た
。

小
坂
　
岩
沼
市
は
、
今
後
も
住
民
と
一
体

と
な
っ
て
ま
ち
を
つ
く
る
と
い
う
意
識
を

持
ち
、支
え
合
い
、意
見
を
出
し
あ
っ
て
、

一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
続
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
　
ま
ず
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

し
っ
か
り
と
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

小
坂
　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か

り
し
て
、
ま
わ
り
に
頼
り
に
な
る
人
た
ち

が
い
れ
ば
、
自
然
と
犯
罪
も
減
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
助
け
合
う
目
が
あ
る
こ
と

は
非
常
に
大
事
で
す
。

市
長
　
防
災
も
高
齢
者
対
策
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
同
じ
で
、「
顔
見
知
り
」

「
声
が
け
」
が
大
切
で
す
。
地
域
で
の
声

が
け
が
災
害
時
に
は
命
を
守
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

小
坂
　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
、
防
災
の
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

す
る
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
す

る
。
ま
だ
ま
だ
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
岩
沼
へ

小
坂
　
岩
沼
市
に
は
こ
れ
ま
で
も
注
目
し

て
き
ま
し
た
し
、
我
々
の
大
学
の
研
究
室

と
し
て
、
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
世
界
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
で
こ
れ
か
ら
も
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　
震
災
か
ら
間
も
な
く
8
年
と
な
り

ま
す
。
復
興
後
の
自
立
に
向
け
て
し
っ
か

り
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
支
援
を
い
た
だ
い
た

国
内
外
の
方
々
へ
感
謝
を
伝
え
る
た
め

に
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
お
手
伝
い
な
ど

も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
復
興
宣
言
を
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
お

坂
さ か

  健
け ん

 氏
東北大学教授

【プロフィール】
東北大学医学部卒業、東京大学大
学院医学系研究科修了後、ハー
バード大学公衆衛生大学院客員
研究員などを経て2005年より現
職。公衆衛生を専門とし、岩沼市
高齢者福祉計画検討委員会・岩沼
市介護保険運営協議会委員など多
くの役職を務める。

新 春 対 談

◀
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
に
て

▲ひまわりのたね外観

※�PTSDとは、強烈なショック体験、強い精神的ストレスが、心のダメージとなって、時間がたってからも、その経験に対し
て強い恐怖を感じるものです。震災などの自然災害、火事、事故、暴力や犯罪被害などが原因になるといわれています。
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新規登録 ログイン

Member login Contact Us

検索

更新履歴 >> コンテンツ詳細

カテゴリ お知らせ

タイトル 2019年2⽉11⽇（⽉）「岩沼プロジェクト」シンポジウム開催のお知らせ

表⽰⽇付 2019/01/16

本⽂ 【「岩沼プロジェクト」シンポジウム 】
防災と災害からの復興とソーシャル・キャピタル：東⽇本⼤震災の経験を生かす

　南海トラフ地震が予測されている中、防災を考える上で東⽇本⼤震災からの教訓を生かすことが求められています。宮城県岩沼市で
は、震災前から⽇本⽼年学的評価研究（JAGES・岩沼プロジェクト）が実施され、どのような要因が震災の健康⾯での被害を抑え、
回復を促進するのかが調べられてきました。この研究は国際的にも注⽬され、アメリカの国⽴保健研究所（NIH）の研究費が継続的に
獲得されており、この度2度⽬の研究助成を獲得したことから本シンポジウムを実施することとなりました。
　本シンポジウムでは、ハーバード⼤学のKawachi教授がこれまでの岩沼プロジェクトの成果や今後の展望を報告します。また、岩沼
市は被災地域で復興のトップランナーとして知られており、現在では被災者の区別なく活発な地域活動が⾏われています。この岩沼市
の菊地市⻑より市の現状をご報告いただきます。これらから東⽇本⼤震災の経験を将来の防災に生かす知⾒を共有したいと考えていま
す。

《シンポジウムのご案内》
　　⽇時：2019年2⽉11⽇（⽉曜⽇・建国記念の⽇）、14時〜17時
　　会場：東京⼤学　鉄門記念講堂

(http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/INPEX/pdf/rinpatsu_map.pdf)
　　申込先（懇親会含）：　

https://www.jages.net/kenkyukikou/sanka/

《懇親会のご案内》
　　シンポジウム終了後に懇親会を予定しております。
　　会場等詳細につきましては現在調整中の為、決定次第お知らせいたします。
　　皆さまにはぜひご参加頂けますよう、ご調整、ご準備頂き
　　上記「申込先（懇親会含）」URLよりご登録頂けましたら幸いです。

《プログラム》　（時間と内容は変更の可能性があります）

時間 登壇者 タイトル

14:00-14:05 千葉大学予防医

学センター・教授

近藤　克則

開会挨拶

14:05-15:05 ハーバード大学公

衆衛生大学院・教

授

Ichiro Kawachi　様

講演　

「災害とソーシャル・キャピタル、Iwanuma 

projectの今後について」

15:05-15:15 休憩

15:15-15:45 岩沼市・市長　

菊地　啓夫　様

講演

「岩沼市の現在について」

15:45-16:00 東北大学大学院

歯学研究科・准教

授

相田　潤

報告

「Iwanuma projectのこれまでの成果の概略」

16:00-16:15 名古屋大学未来

社会創造機構

島崎　敢　様

報告

「防災に向けたJAGES調査について」

16:15-16:25 休憩

16:25-16:55 討論

Japanese English

HOME JAGESについて 研究プロジェクト 研究業績 データ利用案内 ⾃治体との連携 ライブラリー
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16:55-17:00 東北大学災害科

学国際研究所・教

授

小坂　健　様

閉会挨拶

主催：国⽴⼤学法⼈　千葉⼤学

共催：JAGES機構

《お問い合わせ先》
　　〒277-0882                                                             
　　住所：千葉県柏市柏の葉６丁⽬2-1
　　千葉⼤学予防医学センター社会予防医学部門（柏の葉キャンパス）

<シンポジウム運営事務局>
　　担当：前田梨沙

TEL：04-7137-8207
　　メールアドレス:r.maeda@jages.net

記⼊者:takase

⼀覧へ戻る

⼀般社団法⼈⽇本⽼年学的評価研究機構
Japan Agency for Gerontological Evaluation Study 

Copyright © JAGES 2018- All rights reserved 

Powered by NetCommons2 The NetCommons Project
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（07：歯学研究科） 

4. リエゾンセンター改革に伴う学際連携 

No.17 ①-1 学生募集力の向上 

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.24 ②-3 トランスレーショナルリサーチの促進 

No.26 ①-1 多彩な研究力を引き出して国際競争力を高める環境・推進体制の整備 

No.27 ①-2 世界をリードする優れた研究者等の確保 

No.40 ①-1 国際競争力向上に向けた基盤強化 

No.42 ①-3 グローバルネットワークの形成・展開 

 

実績報告  

 歯学研究科では、平成 23年に全国歯学系大学初の取り組みとして、学際的、国際的、社会と

の“つながり（リエゾン）”を重視した研究教育をコーディネートする機関である“歯学イノベーション

リエゾンセンター”を設置して以来、「ワールドトップ歯学拠点構想」の実現に向けて、海外有力校、

学内外の有力研究機関との連携や教育研究の強化に取り組んでいる。本構想では、本研究科独

自の新規概念であるインターフェイス口腔健康科学（IOHS）を基盤としており、本研究科の強みで

ある材料科学、再生医学、災害歯科学等の分野の特徴を最大限に活かし、IOHSを冠とする国

際シンポジウムを国内外で毎年開催するとともにダブルディグリー・共同教育プログラムなどによ

る大学院の国際化を進展し、その取り組みは、文部科学省事業（国際化拠点整備事業、マルチモ

ーダル歯学イノベーションプログラム、国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム等）と

して採択されてきた。これらの事業を通じて IOHSは世界有力連携校に広く認知されるようにな

り、多くの大学院留学生の受け入れに繋がっている（下図）。 
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（07：歯学研究科） 

 平成 30年度には本センターの運営体制および機能強化を目的とし、本センターに４つの部門

（国際連携推進部門、異分野融合部門、先端教育開発部門、地域展開部門）を設置し、国際的か

つ分野横断的な教育研究の展開、向上を図った（下左図）。特に、国際競争力の一層の強化を図

るため、国際連携推進部門に専属の外国人教授を配置し、海外有力連携校（香港大学（QS ラン

キング歯学分野 1位）、King’s College London（2位）、イエテボリ大学（10位）、北京大学（15

位）、ブリティッシュコロンビア大学（20位）、ソウル大学（26位）、四川大学（33位）、シドニー大学

（33位）、武漢大学（36位）、延世大学（46位））との学術ネットワークの充実（下右図）、リエゾン

オフィス設置による海外拠点の利活用、世界水準の外国人研究者の招へい等を進めて世界的研

究拠点を形成し、最先端の国際共同研究を推進して、国際共著論文数を平成 29年度には対平

成 26年度比で 22.5％以上増加させると共に、国際会議の主催・招待講演等を通じて研究成果

の発信を行った。 
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（07：歯学研究科） 

また、異分野融合部門では、平成 29年に東京工業大学未来産業技術研究所と歯学・工学を基

盤にした異分野融合研究プラットフォーム「歯工連携イノベーション機構」を形成し、年 2回の定期

学術シンポジウムを開催するとともに、共同研究・開発から商品化、社会実装を展開し、平成 30

年度までに 14件の共同研究プロジェクトの下 6件が科研費等の外部資金獲得に至っている。 

  歯学研究科では、平成 14年に次世代の歯学として「インターフェイス口腔健康科学（Interface 

Oral Health Science：IOHS）」を提唱し、その概念に基づき、学内の金属材料研究所、医工学研

究科等と連携し、異分野融合研究を推進してきた。これまで毎年国際セミナーを開催し、その集大

成として 2年に 1回の国際シンポジウム「インターフェイス口腔健康科学国際シンポジウム

（International Symposium for Interface Oral Health Science：IS-IOHS）」を仙台にて開催して

きた（平成 17、19、21、23、26、28、30年度；25年度は震災復興のため 1年延期）。これらの成

果を英文モノグラフとして上梓（平成 17年度 Elsevierより出版、以降 Springerより出版）するとと

もに、この成果を通して材料学・工学・歯学を融合した新しい学問「インターフェイス科学

（Interface Science）」を創成し、それを基盤とした基礎・応用研究および医療材料・機器開発を強

力に推進してきた。インターフェイス口腔健康科学およびインターフェイス科学の概念は、既に国

内外に広く浸透・共有されており、東北大学発の学問として認知されている。平成 31年 1月に

は、初めて海外（中国福州）にて第 8回 IS-IOHSを開催し、中国、韓国、台湾、タイ、マレーシ

ア、インドネシア等のアジア諸国の基幹大学と異分野融合研究交流を行い、東北大学のイニシア

チブおよびプレゼンスを高めた。さらに平成 29年度からは、東京工業大学未来産業技術研究所

と共同研究協力協定を締結し、歯学・工学を基盤にした異分野融合研究プラットフォーム「歯工連

携イノベーション機構（Innovative Dental-Engineering Alliance：IDEA）」を設置して年 2回の定

期学術シンポジウムを開始するとともに、共同研究・開発から製品化・事業化を展開することで研

究成果の社会実装を目指している。平成 30年度末現在、IDEAでは 14件の共同研究プロジェ

クトが進行中であり、その内 6件が科研費等の外部資金を獲得している。 

図１.jpg, 図２.jpg, 図３.png 
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5. 国際連携 

No.07 ②-6 世界を牽引する高度な人材の養成 

No.21 ①-3 国際的ネットワークの構築による国際共同研究等の推進 

 

実績報告  

 歯学研究科では、平成 14年に次世代の歯学として「インターフェイス口腔健康科学（Interface 

Oral Health Science：IOHS）」を提唱し、その概念に基づき、学内の金属材料研究所、医工学研

究科等と連携し、異分野融合研究を推進してきた。これまで毎年国際セミナーを開催し、その集大

成として 2年に 1回の国際シンポジウム「インターフェイス口腔健康科学国際シンポジウム

（International Symposium for Interface Oral Health Science：IS-IOHS）」を仙台にて開催して

きた（平成 17、19、21、23、26、28、30年度；25年度は震災復興のため 1年延期）。これらの成

果を英文モノグラフとして上梓（平成 17年度 Elsevierより出版、以降 Springerより出版）するとと

もに、この成果を通して材料学・工学・歯学を融合した新しい学問「インターフェイス科学

（Interface Science）」を創成し、それを基盤とした基礎・応用研究および医療材料・機器開発を強

力に推進してきた。インターフェイス口腔健康科学およびインターフェイス科学の概念は、既に国

内外に広く浸透・共有されており、東北大学発の学問として認知されている。平成 24年度からは

歯学系では世界初となる「東アジア歯学ダブル・ディグリープログラム」を開設し、北京大学、四川

大学、ソウル大学、全南大学など中国、韓国の歯学基幹校とグローバル人材の育成に取り組ん

できた。平成 25年度には「アジアの歯学・歯科医療の発展に寄与するアジア型デンティストリー

展開プログラム」が文部科学省の「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム」に採択

され、歯学国際共同教育を東アジアから東南アジア、南西アジアなどを含むアジア全体に広げ、

アジア全域からの優秀な留学生の確保を可能とした。平成 26年度には ABE Initiative、平成 27

年度に Pacific-LEADS、平成 28年度には Innovative Asiaに参画し、大学院修士課程の英語

化を実現すると共に、太平洋地域との歯学教育における連携も実現した。 学部教育でも国際連

携によるグローバル人材早期育成を視野に入れ、平成 27年度には「歯学海外研修」を開講、学

部学生海外短期留学を単位化し、歯学生の受入・派遣を積極的行なっている。平成 29年度から

は日本初となる「歯学生海外クリニカル・スキルトレーニングプログラム」および「外国人留学生臨

床トレーニングプログラム」を開設し、教育・研究のみならず、歯科臨床におけるグローバル人材

育成も可能とした。 異分野融合・産学官国際連携においては、歯学研究科が中心となり、日本企

業と海外承認行政機関との産学官国際連携プロジェクトを推進し、平成 30年度には北京大学−

東北大学−株式会社ジーシー間の国際共同研究協定を締結し、東北大学からの研究発信、日本

歯科企業の海外市場への進出・展開の橋架けを着実に行っている。 今現在、歯学研究科は 13

の国・地域の 32校と連携を確立し、アジア諸国との国際共同教育・研究、欧米諸国との国際共

同研究を強力に推進している。 東北大学のイニシアチブを確立し、アジア・太平洋歯学教育認証

を実現するために、平成 29年度には歯学研究科が設立メンバーとなり、アジア太平洋歯学教育

協会（Association for Dental Education Asia Pacific）を設立、オセアニアおよび東南アジア歯学
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教育協会（SEAADE）との連携を強化し、アジア型デンティストリーの確立および世界展開に全力

で取り組んでいる。平成 31年 1月には、初めて海外（中国福州）にて第 8回 IS-IOHSを開催し、

中国、韓国、台湾、タイ、マレーシア、インドネシア等のアジア諸国の基幹大学と異分野融合研究

交流を行い、東北大学のイニシアチブおよびプレゼンスを高めた。さらに平成 29年度からは、東

京工業大学未来産業技術研究所と共同研究協力協定を締結し、歯学・工学を基盤にした異分野

融合研究プラットフォーム「歯工連携イノベーション機構（Innovative Dental-Engineering 

Alliance：IDEA）」を設置して年 2回の定期学術シンポジウムを開始するとともに、共同研究・開

発から製品化・事業化を展開することで研究成果の社会実装を目指している。平成 30年度末現

在、IDEAでは 14件の共同研究プロジェクトが進行中であり、その内 6件が科研費等の外部資

金を獲得している。 
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